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■会長報告　 村松　一樹 会長
4月13日に釧路で開催されたクラブリー

ダーシップラーニングセミナー（CLLS）に

出席してきました。内容については次年度

の組織から展開してもらいますが、私から

ひとつお伝えします。従来は「トレーニン

グ」でしたが今回から「ラーニング」に変わりました。小谷ガ

バナーが提唱している「参画しましょう」にも通じますが

「積極的に自主的に学びましょう」という思いが込められて

います。ロータリークラブは更にいい形となるために進化

しています。

本日は私が職業人として属している自動車業界の現状、

特に電気自動車（モータードライブ）についてお話させてい

ただきます。モータードライブの普及は、1）自動運転、2）

SDV（Software Defind Vehicle）、3）災害対応を主な目的

としています。まずは1）自動運転について話します。自動運

転を極めるにはモータードライブである必要があります。

モータードライブのクルマはエンジンのクルマに比べて

1,000倍の細かさで制御します。エンジンのクルマが1mタイ

ヤがロックした時にトラクションをコントロールするのに

対して、モータードライブのクルマは1mmタイヤがロック

した時にコントロールします。次は2）SDVです。携帯電話

のようにアップデートすることです。アップデートして最

新の性能にグレードアップします。このためにもモーター

ドライブである必要があります。最後に3）災害対応です。電

気自動車は相当量の電力を供給することができます。災害

大国である日本においてはこのニーズは特に大きいです。

以上の通り、電気自動車（モータードライブ）の開発、普及は

モータリゼーションの更なる発展のために必要不可欠なの

です。

以上、会長報告とさせていただきます。本日も、よろしく

お願いします。

　　　　　　　　　　　　

■会務報告　 大江　 平 幹事
①帯広東RC、4月17日（木）の例会は、休会と致します。

②帯広南RC、創立記念夜間例会開催のご案内

　日　時　4月21日（月）午後6時30分

　場　所　北海道ホテル

③帯広西RC、移動例会開催のご案内

　日　時　4月24日（木）午後0時30分

　場　所　帯広畜産大学 産学連携センター、碧雲蔵

④帯広北・帯広東・音更、3RC合同夜間例会開催のご案内

日　時　4月25日（金）午後6時30分

　場　所　ホテル日航ノースランド帯広

　※尚、帯広東RC、4月22日（火）の繰下げ例会と致します。

⑤帯広南RC、4月28日（月）の例会は、休会と致します。

　帯広東RC、4月29日（火）の例会は、祝日のため休会と致

します。

　帯　広RC、4月30日（水）の例会は、休会と致します。

　帯広西RC、5月1日（木）の例会は、休会と致します。

　帯広北RC、5月2日（金）の例会は、休会と致します。

　帯広南RC、5月5日（月）の例会は、祝日のため休会と致し

ます。

　帯広東RC、5月6日（火）の例会は、振替休日のため休会と

致します。

【ニコニコ献金】　　　　　　　　　　　（親睦活動委員）
＜飛岡　 抗 会員＞

こんにちは、先日は釧路で開催されたクラブリーダーラ

ーニングセミナーに、25名と多数参加頂き、心よりお礼申

し上げます。ありがとうございました。

＜髙橋　弘史 会員＞
本日は会員増強委員会の担当例会です。プログラム「魅力

こそ最高の会員増強」をお楽しみください。

・会葬御礼 川上　義史 会員

＜川上　義史 会員＞
その他何かあった気がするのですがタイミングを逃した

のでニコニコしておきます。

■出席報告
会員総数：89名（内　免除会員2名）

出席者数：62名（内　免除会員1名　内zoom参加者6名）

本日の出席率：70.5%

■次週プログラム予定
4月23日（水）「テーブル・ビジネス談義」 （プログラム委員会）
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↑携帯サイトが
できました。
バーコードリー
ダーで読み込む
事ができます。

＜会員増強委員会　基本方針＞
　帯広ロータリークラブの会員であることに「Pride（誇
り）」を持ち、新規会員獲得と既存会員活動の活性化を図る
ことにより「増」「強」を目指します。各委員会との情報共有
とDXの強化を行うことで、会員皆んなで新規会員の勧誘を
行えるシステムを考案します。また退会者防止のため、会員
一人ひとりがクラブに所属する意義を感じながら、例会や
活動に無理なく参加できる「空気」や「互助」を整える取り組
みを行います。

＜プログラム内容＞
　小白智志会員コーディネートのもと、林　浩史会員・加藤
友紀子会員と以下のテーマを中心とした会談を開催。
−帯広ロータリークラブ入会のきっかけ
−入会前後の帯広ロータリークラブに対するイメージ変化
−例会出席の動機
−帯広ロータリークラブの魅力とは
−「強い組織」とは　など

＜髙橋　弘史 会員増強委員長より＞
　例会にあまり参加されていない会員の方と色々な場所で
お会いになることがあると思いますが、もしかしたらその
方は「例会に参加しづらくなっている」かもしれませんの
で、是非、声を掛け合っていただければ幸いです。例会に参
加いただくことが退会防止に繋がると思います。
　また、新しい仲間を増やしていきたいです。今年度は残り
2 ヶ月ですが、次年度以降、100周年に向けて、皆さま1人1
人が会員増強を心掛けていただければ幸いです。ありがと
うございました。

■プログラム　「魅力こそ最高の会員増強」　（会員増強委員会）


